







うということになり、1950 年 7 月 14 〜 20 日、教員 5 名と 1 回生の学生 2 人が、現地の天理
教宿舎に泊り込み、共同調査を始め、その後は個人的に随時調査に出かけるということになっ
た（村松繁樹 1952「二階堂村の概要」『人文研究』3 巻 4 号、『日本の村落と都市』1969）。本
格的な共同調査は翌 1951 年夏におこなわれたが、このノートの表紙に、（4）1950 年 12 月 28
日以降とあるので、共同調査後の個人的な調査のノートであろう。このノートには、1950 年
12 月 28 日、1951 年 6 月 1 日、7 月 14、15、20 日の記録がある。














　1951 年 3 月、新制中学に依頼してアンケート調査を施行したが、約 140 組中回収は 100 組
たらずで、良くはなかったが、村全体の任意抽出に近いことが予想された。　　






旧村落から、全所帯の 10 分の 1 比でサンプリングをして 167 所帯を選び、役場の資料調査後、









































































































































































　大著『ＫＪ法─渾沌をして語らしめる』は 1968 年に刊行された（著作集第五巻）。1967 年『発
想法』以来、単行本だけでも、『続・発想法』（1970）、『「知」の探検学』（1977）、川喜田二郎
編監修の『ＫＪ法実践叢書』（全四冊　1984-85）と刊行されていったが、20 年近くの思想と
方法の集大成が、この一冊の大著になった。
　川喜田は「個人的な回顧と展望」という副題をつけて、「地理学と野外科学論」なる論文を、
村松繁樹先生還暦記念論文集『日本の村落と都市』（1969）に寄せた。これは「私の野外科学
の回顧と展望」と改題して『野外科学の方法』（1973）の結論に置かれた。
　これは二階堂調査以来の方法論の展開をまとめたものである。地理学は野外科学の一種であ
二階堂村　川喜田二郎のフィールドノート 139
ると位置づけ、歴史の新しい野外学派ととらえ、真の権威は現場のデータであり、事実をして
語らしめよと強調する。前述のカード・システムの開拓にふれ、記述的統合はいかにして達せ
られるか、共同調査への挑戦、インテンシヴ（集約的調査）かエクステンシヴ（広域的調査）か、
「文化」の概念の再確認、生態学的アプローチ、問題解決と総合への道を提示した。
　市大の二階堂調査について国立民族学博物館杉本尚次名誉教授のご教示を得、カードと写真
について地理学教室の大場茂明教授のご協力を得たことを感謝する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（たかやま　りゅうぞう・元京都文教大学教授）
　
